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~9 月は奈良市の福祉月間です。 「敬老の日」在中心!こ多彩な行事

ライトアップされた浮見堂を第台に育¢灯火コンサー卜が聞かれました。
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-奈良市博『中敏市』 を也ざします

奈良市は中核市をめざします
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慮外広告物のJIlIIII.などの車務が聴から市へ移され 「世界遺産
.市祭良jにふさわしい..，そなえたまもづく旬を進めるこ
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荷役所中線南終選室(曾34-1111関)

奈良市わゆ絞市へ移行するための聞鐙照や

固と¢通路、情報の収集悠どを行ってい表す.
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平
ω緩
概
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中
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子
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賀
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さ
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菌
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と
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色
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・
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谷
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p
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は
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l
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句
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友
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縁
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句
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習
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縫
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入
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て
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・
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♂
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句
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鉱
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取
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蜘
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・
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へ
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仰
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仏
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岡
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ザ
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・
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・
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踊
aE
入

門

初

中

上

E

そ

テ

キ
ス

ト

2

2

1

f
門
【
吻
園
受
化
舗
畠
】

漢
文
・
7
a
f
ス

4

1

7

t

i

i

テ

キ
ス
ト
草
i
t
千
円

一宏
岨
，
.
調
趨
-

サ
キ
ス
ト
代
場

4
7同
一
1
か
月
}

〈
わ
し
〈
は
Q
R
U
中
皮
"

学
院
(
宮
二
六
l
岡
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験
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ら
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検
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取
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環
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噂
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取
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献
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一
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縄
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E
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E
Eし
ま
し
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迎
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瓦
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し
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節
分
の

X
対

は
ガ
ラ
ス
の
附
自
慢
で
帽
わ
れ
た

握
れ
る
ゆ
っ
た

l
Lた
ス
ペ
ー
ス

i
a
Aゆ
っ
て
lv
ま
す
・

こ
の
合
理
俊
界
的
に

t名

な
皇
家
の
倒

2
2
5
2

る
も
の
で
俊
界
で
も
珍
し
い
電

車
の
パ
ン
タ
グ
ラ
ヲ
の
よ
一一
う
に
"
を

"
、
上
げ
る
「
パ
シ
タ
ト
ム
情
訟
」

を
保
刈
し
て
虫
て
ら
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上
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催
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と
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・
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佐
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句
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=
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習
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・
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ど
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ら
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受
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も
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句
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ボ
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E司鑑の上方舞

とを 附".日ω'"・守倹 1 ・~， Z 1li!~午後 4 時 惨
とこる ならJ堂、伶fの家{凡興隼町) ・漬目友.…
槍歓 f握手}立8・u村吉wきλ 地歌ロすの戸1<

ゆ 自 • .， ..， 
); ~山村 1;-女さん 旭歌 『た"き」繍礎=易商.繍除さん

刻時内EJ2ZJEzUltt&総，"村E女さん 三銭ー菊重川

崎さん胡弓ョ制告さん 間賞…各蜘人 砂川

偶 無料 ..し込み lt.i!Iはがきに性同時民れ電量.
号待望の...いて 9月'"日必宥で同財団(〒ω。
削 7)11:11111 t!27-1820lヘ.，枚にー捕れ
多U精舎は姐還.

よ方"を..に‘.してもらおうと 怒ら

まち銀 R閣回釘聞き...今固ま."園を
E念しでより充実した内脅でおとどげしま<.

「友好の翼訪欧団j多加者募集~

姉妹都市トレドを訪ねて
r ，';・"守良の文化財Jがユネスコの燈罪文化遺F慢に
畳総きれたのを"に 市..模火..事会では・6総‘市

遺産を返る f袋良市，
‘抑制酬J11判長

館ι.加して 人矧の
主にふれでみましょ

.奥山川崎 |胎

【と I! 1 10月刊日側、""仰
，..間町I"一円イタリア) トレド {スペイ〆}
サ〆ザイアゴヂコ;-o!lステーラ (スペイ 〆) パリ

{ヲラ〆ス)

1・z綱1428.000円
I取し品川衡はがきに「制市友好晴酬図書加」
と住所氏名年齢電磁.~a帯電』て 91!17日までに
，肺炎流協会開局げ欄間際交脳内， '. 
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-市民スポツのつどい

氏名 年齢電信.ザ(ペア E
メンパ-1<，.学生の場合"学校

ど必"'.4¥"'.いて 911i3fl1でに耐制 附 U， ('1'6叩 ω一航路

甫 rUl-j ft 34 -1 111 ~) へ. -tol:.l! 往衝はがき?市水泳
組事酬の制 償突きん(叩叩島見町四丁"ト2ート30 2) 

~ ゲートポー州 市ゲ-~ *"ール協会事嗣川芳久各ん (刊'^
11 02~ îf! JII'f 1602 ) -". .(Af叫児ふれあいスポーツは山

畑町アまたは個人で知 れ はがれー酬よ柏 町日輔

の4付録 種別 鯉U茂を・いて.ン アピリテイ ズ禽良 {字631-<1剛h左京五
-) o71-u775 I隈71-0773) -̂.プァクン， 'J 

帥可日制時の間L合わせは (開会式I仔 レド←l，nO1 8 0-

97-003 広崎iついてはft22-0332)""0 

ミニバスケット (中央体育館)

押目、ニパスケヲ トポール吋附しているまたは

活備しようとするチ ム !チ ム"原則と しで'"'以上

で編成J ーナメン ト制 ，晴 岬 で..はれ聞い

合わせは柵俊民事ちん(辰市小 宮 61-3731)へ.

..脱掬始 fii 9時.

テニス
(鴻ノ池柏木西部生涯コ トほお、)

<111>件位以上州女各グプ日で トーナメ ント方
式.前闘までの市民体育大会ぺスト8 市民スポーツのつ
どUベスト 4などの経般

省やこれら以上仁相当す

る人".加で怠 ません.
試合. ，グ μロップヲ 宥

ー ト イエローニニzーポ

ール2個)".の」と
< 2.>肌 H ニ哨
箪{渇ノ穐コー ル' '"月
1011のみ附 (午前-，臨時 宮市 E グプルスゲーム，. 

砂醐開始…10113日 '"日作前9削眠脳

刷L込みは l邸 '"いずれかを"，-n.いてくどきい.
当日書加は '"のみ可.

ソフトテヱス {倒木コト)

一刷"lL J，Jit， .子刷.以ょの4醐 .loolll:l t 
叩ペア合併紛糾崎以上で叫机上女子U

1礎年齢に，，.旭慌できます." 飢 畿・は虫色~Il ll ic 明.，
〈小学生ソフトテニススク ル〉 保定.式での指4草色ゲ
ム悦!飼"人)削S蜘ま 小テ生スクールのみ可
..，版開始 、ニ筒9時.爾天中止.

サイクりンク
(奈良ドリムランド入口)

拍刊-， ラ〆川口かっ凶辺の一同 H往復制
断定り"九 11"1捕は同時..当日直後会場~
吋間叶 午l1li10';，商品

バドミントン
{商都生涯 スポツセンタ体育館)

〈錫人クラフ錦依 (178)) 1チ ム3ダブルス"人1

ヲロック別 トーナメ〆ト胤 健徹3!f. ~演の初心'/1-1 限る

('jI孝生@男子女子 'H日>>0人..，写生以上で乍

年測の男女別トーナメント'"加入敬によヲて?与を合わ

せる網島合があります).

〈迎合ダブルス ，w自>>包子 J::・闘のベアであれ
ば年舗を周い.せん.

一 ゆ))削 l旭川崎.

ちびっこ野球
(鴻ノ池補助隊筏喝・役てき練習濁他)

4字生の男女でスオド ツ少年団 子ども会 町内などの
単位. チーム崎、羽人@プロック測の トーナメントJり式
"プロックは6年金金含む BプロyタI!5写生以n.
9 JJ I・11~払 市?お所跡21~"長で午後 6・暑から冶選会.
砂銀銭開始 午前8・f'1'-.剛夫周囲雄.

水量 (忽らやま屋内温水ブ ル)

種1111①観チリ レ (珂 ゆ】m)q;，攻動・'"鶴子
~m ) ③夫婦') レー(鈎 lω m) (!;惇鎗鍵伐(子ども

25m)⑥9ふんぷ本愈鍍段(鏡子 25m)⑥ 2分開 ')レ

(白自形 ~皿)①盃入れ暖ま(紅白 ) . ム-

対象は保霞有，.権問 保宵園児 三:j2L出 31L.fC 
小修生'"町人.在.，可. ，家鉄2種〉!こフiC)"-"""-1r入れを除()以凡匂日抑止ミ左宍
.醐刷 団 9時

太極撃 (鴻ノ池運動公園中央広場)

気位I:*'加しで〈だき，'.初めての人も.. ドから抱鳴し
ます.

<m障者の俸〉 備化z.o~Å'"拳鎗 交涜と練習
〈亀山・ 子どもの節"門太極. 入門liI)lI(tJ"ヲ一
体練)

惨峨線開繍…午.，倒..関極点中止.当日直機会.へ.選働

のできる献策剛子 夕方ルを持おのこと

クラウンド・ゴルフ
(鴻ノ池陸上餓妓渇)

ゴルフをアレンジしたスポーッでホ一応イ .するまでの

釘肘値います.，チーム H ん当日脚・人嘗畑町.

・酎醐 午前噛

心身障担信者・児，]，れあいスポ ツ

(サンー ア ピリティ ズ奈良)
抽刷同-;J>j!一時払

惨鶴続開納 午前仰伺.

紬 LゐM:H I同



.m毘スポーツのつどい

70月7OBf;i

ホ。ーツのつどい
スポーツの秋何時間「市民スポーツのつどい」です.r体育の日」をゆ心に気
帽にスポーツを楽しめる2Cのスポーツ広樋を開きます.初L者大敏迎です.市

在勤 在学の人も重参加できますので随喝やサークルでぜひ重参加してくださし、

軽スポーツとスポーツテス ト

{渇ノ池陸上鱒後・}

.伎に・Lめ.す儒A・加可.
〈ターゲツトバードヨルフ>"ド品ン》シのシ.トルコ
'と，.ヲ* ル告合体，・t，~jC-J・H安咽 L ゴルヲと
同じ〈ホ ..入11*' ~でのUlH".、重す
(IlIWIIfール〉 伝11*ぺとパ，ーゴルフ1.>'".に念。，~'r' 
一昨輔のI!1)';)にE虐待帽のポ←叶I"r<，.;!，;'l"t
〈ペタンク)U憾の..・..めポ-.. 長信'r合L よ句
近づげる M とtよ句何点，鍵，.ます.
〈スポ ツテスト>NJJ 青筋" 反復網雌ぴ令どで体"
，測定し，す吋".加も・1
・鈍a..句前K縛.同~:O:<tι 
ジョギンタ

{鴻ノ池陸上蛾筏濁ジョギングコ ス}

コ "'!13'"と6凶ですマイペースで.句."今
当11..l旨.ヘ
....蝿嶋 午前ゆ身 4同町決Ii.

オリエ ンテーリング
(平緩宮111覆鹿嶋広・スター ト)

醐山t'I"~ コ，トロール，指定<' 1¥ t.酬で鎗
見・aし耐.崎闘を舗、 H.ょ..，~.初‘債の 3
，-，で 初，~.おもうえ慌に.加で..ォ. コシ，1;>.1#健 L
'"しますが剛('， ，寸，.， ~，;fiー ルペン，仰.して〈だ

きいれ..にIHUI:州附記入引と.可u・・"'・f
・鱒盛岡組 、"“川小筒U削，.

パレポル
〈ー・.~醤{ー保高際倹"'.臨.)>
iIIlk?則明院で・.され"9人制.I'IJU・4似同

~.l'任 uUliln同同，開制4 帥.制3人
限内の..をt¥"ttl巳合チ ムと守る{男性UI-2 '̂I'''
副.'たI!t. お<-.の.・ 2ーチが温，として・
肘叫削制使怖であること，ぉ字企"0<
<'1峨隼@・ {ニや'1-修..))
，.健"卜 ..で..人網.k1陣
〈ソフトバレポ M>働【二名@綬傭胃幅)>
小'1~，のみの+ーム ! '~Il. '1字，とその伽鍾..，手
-JdJ ‘. .人(・人め渇合は 太人2人以内1.句"
.刷 ソヲトパレーポ-'0み'1.
・ ・1醐始 、""川 f ・~Ij!同}

ゆ |崎市川

車疎 (ゆ央鏡=体育館)

".加も・I。プロ"リーグと~-.，.~;，.
《小学金@舗〉
《タフルス@働 どんt.:'刊でも・"で会.す繍畿の.
輔随時< ，1-.-1--・，，，如、人"叩闘で見刊
て.畑・I
《ラージポー)(，_ff)刷肝醐ItVl!:/1)山、ピン
制使。哨廿寸崎伽.帽削除(1.
惨鴎主主嶋錘s'"'F 1111悌..
ゲー トポ ル (鴻ノ池倒防賊償却.)

l千戸ム;-.人?砂加して〈だSい鶴IV/i!l:1嘗個
←..によって舵叫.'ーナ-(，，，~ fす.，柑
"帥して〈だき".~ tI酬は副恒一+ーのみ.r
'値段周鎗I...ral唄e刻天中止.

軍週間遭忽吉はた
<'*''''中央第二武道喝健保d唱後備賓館}
..刷"タ，プ酬ごとに剛L込んで刊さい.
句'"惨幽も・.，. 

一一弓週 (鴻ノ池弓遭嶋)

鈎めてでも気"にa・8闘して〈だきも" <fl."U!lii措4
"す勺，，.加も.1
1> .!J開始"'10 Iii I 0J~. 小附決針。

ソフ トポール {倒木録銭淘)

成年明 f.r.t~/(子，・aされた<ーム. 1チーム"人以内
で2Its"t和 H 1明.~司，.，ぴ応酬".叫悦l
・思1lIIN!".!f・911J 11人中止 1，-1117・.'1'1;11.111で決定

三ニザッカー
<=名中学授運動頃ほか)

)1，11(-:>，少竿園 学校.・ 町内4などの司院位で."
-，して‘るチーム.
〈岬..筒〉トーナメー，
>6< 
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叫偏人叫闘で悦即して総くこと掴明間仏、でしょうか.

くわしく 13..j'何冊回へ.

広」車」萱」監
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地域振興券の有効期限 (9月30日)が迫っています。

畑い合同】 市役輔 I労政課 ID34111H。
2)j..凶山.
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